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荒
あら

川
かわ

区
く

は、子
こ

どもの夢
ゆめ

や希
き

望
ぼう

、笑
え

顔
がお

に満
み

ちあふれたまちの実
じつ

現
げん

を目
め

指
ざ

して、
「荒

あら

川
かわ

区
く

子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

例
れい

」をつくりました。
今
こん

回
かい

は荒
あら

川
かわ

区
く

で暮
く

らす皆
みな

さんに向
む

けて、 “子
こ

どもの権
けん

利
り

”について特
とく

集
しゅう

します。
知

し

っていることや知
し

らないこと、この機
き

会
かい

にぜひ、一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えてみましょう。

を知
し

ろう！

けん　　　　　　り

わたしたちの未
み

来
らい

のために！

こ

次
つぎ

は12月
がつ

に発
はっ

行
こう

する予
よ

定
てい

です



　子
こ

どもが一
ひ と り

人の人
にん

間
げん

として大
たい

切
せつ

にされ、成
せい

長
ちょう

するために必
ひつ

要
よう

なことを「子
こ

どもの権
けん

利
り

」と言
い

い

ます。特
とく

に大
たい

切
せつ

な権
けん

利
り

が次
つぎ

の４つです。

　令
れい

和
わ

５年
ねん

４月
がつ

１日
たち

に「荒
あら

川
かわ

区
く

子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

例
れい

」が施
し

行
こう

されました。皆
みな

さんは
「子

こ

どもの権
けん

利
り

」についてどのくらい知
し

っていますか？　今
こん

回
かい

は、「どうして 条
じょう

例
れい

ができたのか？」、「子
こ

どもの権
けん

利
り

とは何
なに

か？」について紹
しょう

介
かい

します。また、
子

こ

どもの権
けん

利
り

に関
かん

する疑
ぎ

問
もん

点
てん

について、詳
くわ

しい先
せん

生
せい

にお話
はなし

を聞
き

きました。

◆生
い

きる権
けん

利
り

	 健
けん

康
こう

に生
い

き、命
いのち

が守
まも

られること

◆育
そだ

つ権
けん

利
り

	 能
のう

力
りょく

を十
じゅう

分
ぶん

に伸
の

ばしながら成
せい

長
ちょう

できること

◆守
まも

られる権
けん

利
り

	 暴
ぼう

力
りょく

や虐
ぎゃく

待
たい

などから守
まも

られること

◆参
さん

加
か

する権
けん

利
り

	 自
じ

由
ゆう

に意
い

見
けん

を表
ひょう

現
げん

し、仲
なか

間
ま

を作
つく

ることができること

　今
こん

回
かい

、荒
あら

川
かわ

区
く

がつくった「荒
あら

川
かわ

区
く

子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

例
れい

」は、子
こ

どもが安
あん

心
しん

して成
せい

長
ちょう

し、学
まな

び、楽
たの

しむ権
けん

利
り

を守
まも

るためのルールのことです。これは、「皆
みな

さんが平
びょう

等
どう

に大
たい

切
せつ

にされる

ための法
ほう

律
りつ

のようなもの」と考
かんが

えてください。例
たと

えば、いじめから守
まも

られたり、勉
べん

強
きょう

をし

たり、楽
たの

しくのびのび遊
あそ

んだりすることができる環
かん

境
きょう

をつくることなどを定
さだ

めています。

このルールは、子
こ

どもを守
まも

るために作
つく

られたもので、大
お と な

人も条
じょう

例
れい

を守
まも

る責
せき

任
にん

があります。

　第
だい

六
ろく

瑞
ずい

光
こう

小
しょう

学
がっ

校
こう

の小
しょう

学
がく

６年
ねん

生
せい

19名
めい

に「荒
あら

川
かわ

区
く

子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

例
れい

」を知
し

っているか聞
き

いて

みたところ、「知
し

っている」７名
めい

、「聞
き

いたこ

とがある」12名
めい

、「知
し

らない」０名
めい

という結
けっ

果
か

でした。６年
ねん

生
せい

は教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

の中
なか

で学
がく

習
しゅう

するの

で、知
し

らない人
ひと

は一
ひ と り

人もいませんでした。

「あらかわ子
こ

どもほっとらいん」に
相
そう

談
だん

してみよう

皆
みな

さんの権
けん

利
り

を守
まも

るため、子
こ

どもの権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

委
い

員
いん

が、電
でん

話
わ

やチャット等
など

で

学
がっ

校
こう

や家
か

庭
てい

での相
そう

談
だん

を受
う

け付
つ

け、

解
かい

決
けつ

の手
て

助
だす

けをします。

のこと
けん　　　　　　りこ

「荒
あら

川
かわ

区
く

子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

例
れい

」ってどうしてできたのかな？

子
こ

どもの権
けん

利
り

をテーマとした

パネル展
てん

を開
かい

催
さい

しています。ぜひ、見
み

に来
き

てください。

　「世
せ

界
かい

子
こ

どもの日
ひ

」は、世
せ

界
かい

の子
こ

ど

もたちの相
そう

互
ご

理
り

解
かい

と福
ふく

祉
し

の向
こう

上
じょう

を目
もく

的
てき

として、国
こく

際
さい

連
れん

合
ごう

によって1954

年
ねん

に制
せい

定
てい

されました。この日
ひ

を通
つう

じ

て、子
こ

どもたちの未
み

来
らい

に思
おも

いを馳
は

せ、子
こ

どもたちの健
けん

康
こう

や幸
こう

福
ふく

をサ

ポートする大
たい

切
せつ

さを考
かんが

えます。

意
い

見
けん

や考
かんが

えを言
い

っても
「子

こ

どもだから」と
言
い

われない？

意
い

見
けん

や考
かんが

えを
言
い

いたくないときも
言
い

わなきゃいけないの？

　意
い

見
けん

表
ひょう

明
めい

権
けん

と同
おな

じように、意
い

見
けん

を言
い

わない権
けん

利
り

もあります。あなたが心
こころ

の中
なか

で感
かん

じていることや考
かんが

えていることはあなたのものです。言
い

いたい意
い

見
けん

がない

ときや、気
き

が進
すす

まないときは意
い

見
けん

を言
い

わなくてもよいのです。意
い

見
けん

を言
い

わない

ことで嫌
いや

な思
おも

いや損
そん

をしないように、大
おとな

人はあなたの気
き

持
も

ちを大
たい

切
せつ

にします。

「ごはんじゃなくて
お菓

か

子
し

が食
た

べたい！」も
意
い

見
けん

だから、
尊
そん

重
ちょう

してもらえるの？

　子
こ

どもの意
い

見
けん

を聴
き

き、尊
そん

重
ちょう

することは大
たい

切
せつ

ですが、大
お と な

人は、子
こ

どもの意
い

見
けん

を

いつでも全
すべ

て受
う

け入
い

れるのではなく、子
こ

どもにとって何
なに

が一
いち

番
ばん

良
よ

いかを考
かんが

える

必
ひつ

要
よう

があります。元
げん

気
き

な体
からだ

をつくっていくためには、毎
まい

日
にち

の食
しょく

事
じ

でいろいろな

栄
えい

養
よう

をとることが大
たい

切
せつ

です。これは、あなたの生
い

きる権
けん

利
り

を守
まも

るためです。

　このように、あなたの健
すこ

やかな成
せい

長
ちょう

を優
ゆう

先
せん

するときなどは、あなたの意
い

見
けん

が

受
う

け入
い

れられないこともあります。意
い

見
けん

が受
う

け入
い

れてもらえない理
り

由
ゆう

が分
わ

から

ないときは、大
お と な

人にしっかりと説
せつ

明
めい

してもらいましょう。

友
とも

だちと意
い

見
けん

が
ぶつかったときは
どうしたらいいの？

　友
とも

だちの意
い

見
けん

も大
たい

切
せつ

にしたいと思
おも

っていても、あなたにも、言
い

いたいことが

ありますよね。友
とも

だちと話
はな

し合
あ

ってもうまくいかないときや、話
はな

し合
あ

うのが難
むずか

しいと思
おも

うときは、大
お と な

人に相
そう

談
だん

してください。大
お と な

人は、子
こ

どもの意
い

見
けん

を聴
き

き、

大
たい

切
せつ

にします。友
とも

だち同
どう

士
し

では解
かい

決
けつ

できないことを、あなたが「話
はな

しても大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

だ」と思
おも

える大
お と な

人に話
はな

してみてください。そして、一
いっ

緒
しょ

に、どうすればいい

か話
はな

し合
あ

ってみてください。

和
わ 田

だ 一
いち
郎
ろう

先
せ ん

生
せい

和
わ 田

だ 一
いち
郎
ろう

先
せ ん

生
せい

和
わ 田

だ 一
いち
郎
ろう

先
せ ん

生
せい

和
わ 田

だ 一
いち
郎
ろう

先
せ ん

生
せい

「子
こ

どもの権
けん

利
り

」ってなに？

11月
がつ

20日
か

は
「世

せ

界
かい

子
こ

どもの日
ひ

」です

和
わ

田
だ

一
いち

郎
ろう

先
せん

生
せい

に教
おし

えてもらいました！

子
こ

どもの権
けん

利
り

に詳
くわ

しい

[プロフィール]

獨
どっ

協
きょう

大
だい

学
がく

 国
こく

際
さい

教
きょう

養
よう

学
がく

部
ぶ

教
きょう

授
じゅ

子
こ

ども分
ぶん

野
や

の政
せい

策
さく

を調
しら

べたり、考
かんが

え

たりしています。また、テレビ番
ばん

組
ぐみ

の解
かい

説
せつ

などでも活
かつ

躍
やく

中
ちゅう

です。

　人
ひと

は、自
じ

由
ゆう

な方
ほう

法
ほう

でいろいろな情
じょう

報
ほう

や考
かんが

えを知
し

る権
けん

利
り

や、意
い

見
けん

表
ひょう

明
めい

権
けん

を持
も

っ

ています。もちろん子
こ

どもも、知
し

る権
けん

利
り

や意
い

見
けん

表
ひょう

明
めい

権
けん

を持
も

っています。そし

て、大
お と な

人は、大
お と な

人の意
い

見
けん

を聴
き

くのと同
おな

じように、子
こ

どもの意
い

見
けん

や考
かんが

えも聴
き

こう

としなければなりません。「子
こ

どもだから」とがまんせず、意
い

見
けん

や考
かんが

えを言
い

って

よいのです。

※意
い

見
けん

表
ひょう

明
めい

権
けん

：自
じ

分
ぶん

の思
おも

っていることを言
い

ったり、文
も

字
じ

や絵
え

にしたり、表
ひょう

情
じょう

などで表
あらわ

したりすること

「子
こ

どもの権
けん

利
り

」
のこと

もっと知
し

りたい！

第
だい

六
ろく

瑞
ずい

光
こう

小
しょう

学
がっ

校
こう

６年
ねん

生
せい

のみんなに

聞
き

いてみました

パネル展
てん

開
かい

催
さい

中
ちゅう

！
対
たい

象
しょう 区

く

内
ない

在
ざい

住
じゅう

・在
ざい

学
がく

・在
ざい

勤
きん

で、
18歳

さい

未
み

満
まん

のお子
こ

さんと保
ほ

護
ご

者
しゃ

等
など

費
ひ

用
よう

無
む

料
りょう

　　

相
そう

談
だん

時
じ

間
かん

（年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

、祝
しゅく

日
じつ

除
のぞ

く）
火

か

・木
もく

曜
よう

／午
ご

後
ご

１時
じ

〜６時
じ

　土
ど

曜
よう

／午
ご

前
ぜん

10時
じ

〜午
ご

後
ご

３時
じ

相
そう

談
だん

方
ほう

法
ほう 電

でん

話
わ

／0120-35-0505
※その他

た

、相
そう

談
だん

方
ほう

法
ほう

の詳
しょう

細
さい

は、右
みぎ

の二
に

次
じ

元
げん

コードからご覧
らん

ください。

子
こ

どもだけでも
相
そう

談
だん

OK!

知
し ろう！

  期
き

間
かん

・場
ば

所
しょ

▲

11月
がつ

７日
か

（火
か

）〜19日
にち

（日
にち

）

　…ゆいの森
もり

あらかわ２階
かい

学
まな

びラウンジ

▲

11月
がつ

22日
にち

（水
すい

）〜30日
にち

（木
もく

）…尾
お

久
ぐ

図
と

書
しょ

館
かん

中
ちゅう

２階
かい

▲

12月
がつ

５日
か

（火
か

）〜15日
にち

（金
きん

）…区
く

役
やく

所
しょ

１階
かい

区
く

民
みん

ロビー

令和５年（2023年）　11月16日（木） 令和５年（2023年）　11月16日（木）2 3



専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、動
どう

物
ぶつ

の飼
し

育
いく

や管
かん

理
り

をする会
かい

社
しゃ

に入
にゅう

社
しゃ

。
飼
し

育
いく

員
いん

としてあらかわ遊
ゆう

園
えん

に
勤
きん

務
む

している。

「今
いま

、皆
みな

さんが心
こころ

に秘
ひ

めてい
る動
どう

物
ぶつ

好
ず

きの気
き

持
も

ちを大
たい

切
せつ

に
してください」と後

ご

藤
とう

さん。

後
ご

藤
とう

郁
いく

恵
え

さん

　小
しょう

学
がく

生
せい

のときです。家
いえ

で動
どう

物
ぶつ

が飼
か

えなかったので、よく動
どう

物
ぶつ

園
えん

に行
い

っていました。動
どう

物
ぶつ

を見
み

ているだけでも楽
たの

しいのだか
ら、お世

せ

話
わ

ができたらもっと楽
たの

しいだろうなと思
おも

っていました。

いつごろから飼
し

育
いく

員
いん

になりたいと思
おも

いましたか？

　必
ひつ

要
よう

な資
し

格
かく

はありませんが、私
わたし

は専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

で勉
べん

強
きょう

しました。
専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

では、 自
じ

分
ぶん

の好
す

きな動
どう

物
ぶつ

だけでなく、たくさんの種
しゅ

類
るい

の生
い

き物
もの

について、いろいろなことが学
まな

べました。 哺
ほ

乳
にゅう

類
るい

、
鳥
ちょう

類
るい

、魚
ぎょ

類
るい

、は虫
ちゅう

類
るい

、両
りょう

生
せい

類
るい

など、さまざまな生
い

き物
もの

がいて、
知

し

らなかったことがたくさんあって、覚
おぼ

えるのが大
たい

変
へん

でした。

飼
し

育
いく

員
いん

になるために何
なに

をしましたか？

　どうぶつ広
ひろ

場
ば

に遊
あそ

びに来
き

てくれたみんなが動
どう

物
ぶつ

に優
やさ

しくして
くれたり、さわって喜

よろこ

んでくれたりすることです。 そして、
毎
まい

日
にち

動
どう

物
ぶつ

のお世
せ

話
わ

をしている特
とっ

権
けん

ですが、動
どう

物
ぶつ

たちが飼
し

育
いく

員
いん

を
認
にん

識
しき

してくれていることが嬉
うれ

しいです！

飼
し

育
いく

員
いん

になって嬉
うれ

しかったことはありますか？

　飼
し

育
いく

員
いん

の仕
し

事
ごと

は、掃
そう

除
じ

の仕
し

事
ごと

が多
おお

いですが、楽
たの

しいですよ♪
動
どう

物
ぶつ

達
たち

は「こうしてほしい！」と言
い

ってはくれないので、観
かん

察
さつ

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

です。今
いま

から周
まわ

りに気
き

配
くば

りができるよう練
れん

習
しゅう

すると良
よ

い
と思

おも

います。 動
どう

物
ぶつ

にとっても人
にん

間
げん

にとっても楽
たの

しく過
す

ごすに
はどうしたら良

よ

いか、一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えましょう！

飼
し

育
いく

員
いん

になりたい小
しょう

・中
ちゅう

学
がく

生
せい

にアドバイスをお願
ねが

いします。

に なるために ！
飼

し

育
いく

員
いん

な り た い 自
じ

分
ぶん

に な る ！将
しょう

来
ら い

の夢
ゆ め

インタビュー

8第
だい

回
かい

応
おう

援
えん

M
メ ッ セ ー ジ

essage

　動
どう

物
ぶつ

が好
す

きな皆
みな

さん、注
ちゅう

目
もく

！　あらかわ

遊
ゆう

園
えん

のどうぶつ広
ひろ

場
ば

で飼
し

育
いく

員
いん

として働
はたら

く後
ご

藤
とう

郁
いく

恵
え

さんに、飼
し

育
いく

員
いん

になったきっかけや飼
し

育
いく

員
いん

になるために何
なに

をしたかを聞
き

きました。

「奥
おく

の細
ほそ

道
みち

矢
や

立
たて

初
はじ

めの地
ち

子
こ

ども俳
はい

句
く

相
ず も う

撲大
たい

会
かい

」
参
さん

加
か

者
しゃ

募
ぼ

集
しゅう

　子
こ

ども俳
はい

句
く

相
ず も う

撲大
たい

会
かい

は、南
みなみ

千
せん

住
じゅ

が松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

の「奥
おく

の細
ほそ

道
みち

矢
や

立
たて

初
はじ

めの地
ち

」であ
ることにちなんだ俳

はい

句
く

大
たい

会
かい

です。
　１チーム２人

り

１組
くみ

で俳
はい

句
く

を投
とう

稿
こう

し、
予

よ

選
せん

を通
つう

過
か

したチームにより、俳
はい

句
く

の
横
よこ

綱
づな

の座
ざ

を競
きそ

い合
あ

います。
　みなさんも横

よこ

綱
づな

を目
め

指
ざ

して、ぜひ、
俳
はい

句
く

を作
つく

って応
おう

募
ぼ

してください。
対
たい

象
しょう

／区
く

内
ない

在
ざい

住
じゅう

・在
ざい

学
がく

の小
しょう

学
がく

生
せい

応
おう

募
ぼ

方
ほう

法
ほう

／１人
り

１句
く

で、チーム合
ごう

計
けい

２
句

く

の俳
はい

句
く

（お題
だい

は「春
はる

の季
き

節
せつ

」）を作
つく

り、
２人

り

の住
じゅう

所
しょ

・氏
し

名
めい

・電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

・学
がっ

校
こう

名
めい

・学
がく

年
ねん

・チーム名
めい

・チーム名
めい

の由
ゆ

来
らい

・意
い

気
き

込
ご

み（氏
し

名
めい

とチーム名
めい

はふり
がなも）を明

めい

記
き

し、持
じ

参
さん

または郵
ゆう

送
そう

で、
11月

がつ

30日
にち

（木
もく

）必
ひっ

着
ちゃく

※ 予
よ

選
せん

通
つう

過
か

チームは、選
せん

考
こう

の上
うえ

、通
つう

知
ち

します
※応

おう

募
ぼ

作
さく

品
ひん

は返
へん

却
きゃく

しません
応
おう

募
ぼ

・問
とい

合
あわ

せ／〒116‐0003
荒
あら

川
かわ

区
く

南
みなみ

千
せん

住
じゅ

６－63－１
荒
あら

川
かわ

ふるさと文
ぶん

化
か

館
かん

☎（3807）9234

都
と

電
でん

ハロウィン号
ごう

が
走
はし

りました

▲ 「都
と

電
でん

ハロウィン号
ごう

」の車
しゃ

内
ない

　10月
がつ

３日
か

から31日
にち

まで「都
と

電
でん

ハロ
ウィン号

ごう

」が運
うん

行
こう

されました。
　都

と

電
でん

の9002号
ごう

車
しゃ

（青
あお

いレトロ車
しゃ

両
りょう

）
の車

しゃ

内
ない

に、ハロウィンの仮
か

装
そう

をしたあ
ら坊

ぼう

やあらみぃ、都
と

電
でん

荒
あら

川
かわ

線
せん

のキャラ
クター「とあらん」たちのステッカー
を貼

は

り、ハロウィンの世
せ

界
かい

を演
えん

出
しゅつ

して
いました。
　このほかにも、区

く

は東
とう

京
きょう

都
と

交
こう

通
つう

局
きょく

と
協
きょう

力
りょく

し、定
てい

期
き

的
てき

にさまざまな装
そう

飾
しょく

をし
た 都

と

電
でん

を 走
はし

ら せ て い ま す。 ぜ ひ、
チェックしてみてください。

【お詫
わ

びと訂
てい

正
せい

】
　第

だい

156号
ごう

４面
めん

「あらかわ今
こん

昔
じゃく

ものがたり」につい
て、記

き

載
さい

に誤
あやま

りがありました。正
ただ

しくは、「神
かん

田
だ

昌
しょう

平
へい

橋
ばし

（現
げん

千
ち

代
よ

田
だ

区
く

）」です。お詫
わ

びして訂
てい

正
せい

いたします。

荒
あら

川
かわ

ふるさと文
ぶん

化
か

館
かん

　☎(3807)9234問
とい

合
あわ

せ

その147

あ ら か わ

今
こん

昔
じゃくものがたり
〔あらかわの歴

れき

史
れ

と伝
でん

説
でん

〕

執し
っ

筆ぴ
つ

野の

尻じ
り

さ
ん

［問
とい

合
あわ

せ］ 荒
あら

川
かわ

ふるさと文
ぶん

化
か

館
かん

  
　　　　 ☎（3807）9234

職
しょく

人
にん

よもやま話
ばなし

⑫お仕
し

事
ごと

の
お祭

まつ

り～鍛
か
冶
じ
屋
や
と鞴

ふいご
祭
まつり
～

　モノづくりに携
たずさ

わる人
ひと

は、いつも使
つか

っている

道
どう

具
ぐ

や材
ざい

料
りょう

を大
たい

切
せつ

にし、感
かん

謝
しゃ

しながらお仕
し

事
ごと

を

している。今
こん

回
かい

はそんな職
しょく

人
にん

さんならではのお

祭
まつ

りのお話
はなし

だよ。

鞴
ふいご

祭
まつり

って何
なに

？　区
く

内
ない

には、鍛
か

冶
じ

屋
や

の技
ぎ

術
じゅつ

を使
つか

っ

て裁
たち

鋏
ばさみ

をつくる職
しょく

人
にん

、石
いし

塚
づか

昭
しょう

一
いち

郎
ろう

さんがいる。

石
いし

塚
づか

さんによると、道
どう

具
ぐ

に感
かん

謝
しゃ

を込
こ

めて「鞴
ふいご

祭
まつり

」

を毎
まい

年
とし

欠
か

かさず行
おこな

ってきたそうだ。鍛
か

冶
じ

屋
や

は鉄
てつ

などの金
きん

属
ぞく

を熱
ねっ

して打
う

ち鍛
きた

え、いろんな器
き

具
ぐ

を

作
つく

る職
しょく

人
にん

だ。火
ひ

を扱
あつか

う場
ば

所
しょ

を「火
ほ

床
ど

」といい、火
ひ

を熾
おこ

すために風
かぜ

を送
おく

る道
どう

具
ぐ

「鞴
ふいご

」が置
お

かれてい

る。火
ひ

を使
つか

う鍛
か

冶
じ

屋
や

にとって、鞴
ふいご

は大
たい

切
せつ

な道
どう

具
ぐ

なんだって。かつて鞴
ふいご

を使
つか

っていた鋳
い

物
もの

職
しょく

人
にん

の

菓
か

子
し

満
みつる

さんも鞴
ふいご

祭
まつり

を行
おこな

ったそうだよ。

鞴
ふいご

祭
まつり

のお供
そな

え　鞴
ふいご

祭
まつり

の日
ひ

は、旧
きゅう

暦
れき

の11月
がつ

８日
か

お赤
せき

飯
はん

・鏡
かがみ

餅
もち

・蜜
み か ん

柑・鯛
たい

などをお供
そな

えしたん

だって。お供
そな

え物
もの

の中
なか

で何
なに

が一
いち

番
ばん

大
だい

事
じ

だと思
おも

う？　「高
こう

級
きゅう

魚
ぎょ

の鯛
たい

じゃないか」って。意
い

外
がい

や意
い

外
がい

、蜜
み か ん

柑が一
いち

番
ばん

大
だい

事
じ

なんだって。それに青
あお

みが

かった蜜
み か ん

柑ではなく、綺
き

麗
れい

に色
いろ

づいている蜜
み か ん

柑

じゃないといけないんだ。蜜
み か ん

柑の鮮
あざ

やかな色
いろ

が

火
ほ

床
ど

の炎
ほのお

の色
いろ

に似
に

ているからかもしれないね。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の鞴
ふいご

祭
まつり

　鞴
ふいご

祭
まつり

は伝
でん

統
とう

的
てき

な行
ぎょう

事
じ

だね。そ

れでは江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

はどうだったのかな。享
きょう

保
ほう

20年
ねん

（1735）の『続
ぞく

江
え

戸
ど

砂
すな

子
ご

』に「子
こ

どもがたくさん鍛
か

冶
じ

屋
や

の軒
のき

下
した

に集
あつ

まり、“ほたけ・ほたけ（火
ひ

をた

け火
ひ

をたけ）”とはやすと、鍛
か

冶
じ

屋
や

が柿
かき

や蜜
み か ん

柑を

投
な

げて子
こ

どもにあたえた」と書
か

かれている。

蜜
み か ん

柑と同
おな

じく炎
ほのお

みたいな色
いろ

の柿
かき

も撒
ま

かれていた

ようだね。どちらにし

ても当
とう

時
じ

は貴
き

重
ちょう

な果
くだ

物
もの

だった。「宝
たから

船
ぶね

職
しょく

人
にん

尽
づくし

」

の絵
え

のように、子
こ

ども

たちは甘
あま

いおやつをも

らえる鞴
ふいご

祭
まつり

を楽
たの

しみに

していたようだね。

▲鞴
ふいご

祭
まつり

でのお供
そな

え物
もの

▲「宝
たから

船
ぶね

職
しょく

人
にん

尽
づくし

」
荒
あら

川
かわ

ふるさと文
ぶん

化
か

館
かん

蔵
ぞう

　なになに、鞴
ふいご

や鞴
ふいご

祭
まつり

をもっと知
し

りたくなっ

たって。「石
いし

塚
づか

家
け

の鞴
ふいご

祭
まつり

」のDVD（「荒
あら

川
かわ

区
く

伝
でん

統
とう

芸
げい

能
のう

等
とう

記
き

録
ろく

ビデオ」第
だい

１巻
かん

）があるから、図
と

書
しょ

館
かん

で借
か

りてお家
うち

で見
み

てみよう。

だけど、石
いし

塚
づか

さんの家
いえ

では、一
ひと

月
つき

遅
おく

れの12

月
がつ

８日
か

。当
とう

日
じつ

は仕
し

事
ごと

を

休
やす

み、神
かみ

棚
だな

や火
ひ

を扱
あつか

う

所
ところ

に、注
し

連
め

縄
なわ

を張
は

り、
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